
（法第28条第1項関係様式）

特定非営利活動法人　ゆづるは
１．　事業実施の成果

　今年度は、決算期変更後初の年間を通じた決算となり、翌期以降の比較資料となるものと
考えていましたが、新型インフルエンザの流行により障がい者の就労支援事業での収益活動が
２月後半よりキャンセルが相次ぐこととなり繁忙期の恩恵を享受することが出来ず
障がいのある方の生産活動における収益が減少した。
　また、新型インフルエンザの影響は、少なくとも２年ほど続くことが予想され今後の事業展開にも
大きく影響を及ぼしかねない事態となっている。

　NPO法人としての、市民活動の一環である障がい支援の公開講座を５年ぶりに開催する事が出来た。
インターネットの普及により講座の減少やニーズの低下を懸念していたが
小規模ながらも、関心の高さが伺われた事から活動の継続を検討中であるが、新型インフルエンザの
影響が考えられる事から、当面はホームページ上での情報発信を模索する事とした。

　その他として、今年度も未開催となった他の障がい施設との協働連携事業も新型インフルエンザの
影響で当面見送りをせざる得ない状況である。

２．　事業の実施に関する事項
（１）　特定非営利活動に係る事業

障がい者の就労 管理運営 通年

支援事業 ・受注軽作業による作業訓練 通年 ワークスタイル

①ダイレクトメールにおける こすも

障害者自立支援法 　セット・封入・封緘・バルク

に基づく障害福祉 　シーケンシャルコード管理

サービス事業 　を含むすべての作業

②通販商品の箱組み立て及び

　箱詰め等全般

③アメニティグッズのセット

　作成

④各種化粧箱組立

・ＳＳＴ

・生活技能訓練による、清掃

　調理、洗濯等 12ヶ月/180名

障がいを有する方の 地域住民に対し福祉現場の見学 通年 ワークスタイル

福祉向上に関する 相談事業 こすも 教職員・企業

情報提供及び普及

啓発事業 障がいを有する方と家族へのサポ 依頼に 法人施設及び

ート及び相談業務 応じ随時 各家庭や電話

障がい支援を行う方へのサポート

及び相談業務

広報誌発行 2回

ホームページ 随時

障がい支援に関する講演をする 2月 大野北コミュニ

（発達性運動協調障がい） ティセンター

視聴覚室

近隣作業所や地域と 地域の親の会との連携事業

の協働及び連携事業 障害者支援施設との協働連携事業

未開催

平成31/令和元年度　事業報告書
平成31年4月1日から令和2年3月31日まで

定款の事業名 事業内容 実施日時 実施場所 従事者の
人数

受益対象者の範
囲及び人数

支出額
（千円）

法人施設内 1人 事業利用者多数 2,541

9人 障がい者他15名 42,202

21人 家族・医療職員 0

他　7回 無償ボランティア

2人 障がいを有する 0

方やその家族

家族及び本人

支援関係者他

16回/29人 無償ボランティア

法人施設内 一般市民多数 154
2人

Ｗｅｂ内 無償ボランティア

1人 一般市民希望者 59

25名

未開催 未開催 未開催 0
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特定非営利活動法人　ゆづるは

平成31/令和元年度　事業報告書
平成31年4月1日から令和2年3月31日まで

障がいを有する方 社会資源を利用した余暇活動 通年

の余暇活動の企画・ プランニング・実施指導を行う

推進事業 社会生活活動の指導と相談支援

余暇休日活動の提供（無償事業） 通年

障がいを有する方 市主催福祉祭り 12月

と地域住民との交流 　駐車場

イベント開催及び

参加支援事業

障がい児・者福祉 職員・ボランティア研修 通年 法人施設及び

に携わる人材の育成

及び調査研究事業 関連書籍の貸し出し 通年 法人施設及び

（備考）
１　用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とする。

２　２は、(1)には特定非営利活動に係る事業、(2)にはその他の事業について区分を明らかにして記載する。
３　２の(1)については事業毎に定款の事業名、事業内容、実施日時、実施場所、従事者の人数、受益対象者
　　の範囲及び人数並びに事業費の金額をそれぞれ記載する。

４　２の(1)のうち「受益対象者の範囲及び人数」の欄には、具体的な受益対象者及び人数を記載する。
５　２の(2)については事業毎に定款の事業名、事業内容、実施日時、実施場所、従事者の人数及び事業費
　　の金額をそれぞれ記載する。定款上、「その他の事業」に関する事項を定めている場合は
　　当該事業年度に実施しなかった場合も「実施しなかった」旨を記載する。

1人

定款の事業名 事業内容 実施日時 実施場所 従事者の
人数

受益対象者の範
囲及び人数

支出額
（千円）

法人施設内 5人 障がい者8名 1,053

法人施設内 無償ボランティア

大野城市役所 9人 一般市民多数 143

無償ボランティア

1人 職員及び希望者 113

ボランティア

12名 無償ボランティア
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 貸借対照表

（単位：円）NPO法人ゆづるは

令和 2年 3月31日 現在

資産の部
科目 金額

  【流動資産】

  （流動性現預金）

      現金 70,356

      普通預金 10,163,113

      納税準備預金 696,294

      賞与退職準備預金 2,209,329

      郵便預金 478,218

      郵便振替口座 282,830

      福岡銀行 122,575

        流動性現預金　合計 14,022,715

  （固定性預金）

      退職積立預金 2,001,381

        固定性預金　合計 2,001,381

  （売掛金）

      売掛金 417,103

        売掛金　合計 417,103

  （他流動資産）

      仮払金 130,000

      預託金 12,730

      未収金 5,950,253

        他流動資産　合計 6,092,983

        流動資産　合計 22,534,182

  【固定資産】

  （有形固定資産）

      建物 12,601

      建物附属設備 177,872

      機械装置 1,704,270

      車両運搬具 2

      工具器具備品 48,237

        有形固定資産　合計 1,942,982

  （投資その他の資産）

      敷金 2,020,000

        投資その他の資産　合計 2,020,000

        固定資産　合計 3,962,982

資産　合計 26,497,164

負債の部
科目 金額

  【流動負債】

  （他流動負債）

      未払金 2,774,836

      預り金 51,180

        他流動負債　合計 2,826,016

        流動負債　合計 2,826,016

負債　合計 2,826,016

純資産の部
科目 金額

  【株主資本】

  （利益剰余金）

  　その他利益剰余金

      期首繰越利益 23,801,143

      繰越利益剰余金 -129,995

        他利益剰余金　合計 23,671,148

        利益剰余金　合計 23,671,148

        株主資本 合計 23,671,148

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

純資産　合計 23,671,148

純資産負債合計　合計 26,497,164


